
～どなたでも入会できます～高山市文化協会
会員募集

木版画「四季讃 （々山藤）」大門孝蔵

　高山市文化協会は、芸術・
学術の普及と向上に関する事
業を実施し、会員の皆様ととも
に地域の文化振興と発展に寄
与することを目的として設立され
ている一般社団法人です。
　この趣旨にご賛同いただき、
ぜひご入会ください。

◎年会費
　・個人　3,000円
　・団体　6,000円
　・賛助会員（企業）10,000円
　なお、文化協会の会員は、自
動的に「高山メセナメイト」の
会員資格も得られ、芸術鑑賞
事業等の公演チケットを割引
料金でお求めいただけるなどの
特典があります。

◆高山市文化協会の歩み
　当協会は、戦後間もない昭和24年に発足
しました。まだ、食糧や物資が不足し、日々の暮
らしに追われていた時代に、文化の向上を図ろ
うとする人々が集い、高い志を持って立ち上げ
た組織です。
　発足1年目には、すでに文化祭、教養講座、
講演会、新年互礼会など、高山市の文化振興
の核となって活動してまいりました。その後も、
文芸祭の開催、文学碑の建立、文化会館の
建設推進に尽力するなどの事業を実施し、平
成元年には、全国に先駆けて協会組織を法人
化し、運営基盤をより強固なものにしました。
　また、最近では、ユネスコ世界文化遺産登
録に向けた活動、文化会館や文化伝承館等
の指定管理の受託、近代文学館企画展や飾
り物展の開催など、文化振興に関する幅広い
活動を積極的に展開しています。

　
国
の
法
改
正
に
伴
い
、
平
成

二
十
五
年
四
月
一
日
よ
り
、
社
団

法
人
　
高
山
市
文
化
協
会
は
「
一

般
社
団
法
人
」へ
移
行
し
ま
し
た
。

　
法
人
名
称
は
変
わ
り
ま
し
た

が
、
事
業
内
容
等
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
様
に
は
こ
れ

ま
で
同
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
本
年
度
は
、
次
の
事
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
。（
◎
印
：
中
面
、

裏
面
に
詳
細
）

○
道
伝
え
の
日 

茶
会
・
飾
り
物
展

　
高
山
市
文
化
伝
承
館
で
、四
月

二
十
七
日（
土
）・
二
十
八
日（
日
）

に
、道
伝
え
茶
会
を
開
き
ま
す
。

ま
た
、両
日
の
午
前
十
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
の
間
、今
年
の
干
支

「
巳
」と
歌
会
始
の
勅
題「
立
」を

テ
ー
マ
に
し
た「
飾
り
物
展
」の
入

賞
作
品
十
二
点
を
展
示
し
ま
す
。

　
新
緑
の
眩
し
い
城
山
に
、
至
福

の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

道
伝
え
茶
会

・
二
十
七
日
（
土
）　

　
　
抹
茶
席
（
裏
千
家
淡
交
会
）

・
二
十
八
日
（
日
）

　
　
煎
茶
席
（
松
風
流
泉
月
会
）

　
い
ず
れ
も
午
前
十
時
～
午
後
四

時
（
午
後
三
時
ま
で
に
入
席
）。

三
百
円
の
呈
茶
券
は
高
山
市
民
文

化
会
館
及
び
各
社
中
で
発
売
し
て

い
ま
す
（
当
日
券
有
）。

◎
二
人
芝
居
「
完
全
姉
妹
」

　
五
月
二
十
三
日
（
木
）

　
文
化
会
館
・
小
ホ
ー
ル

◎
音
楽
劇
「
走
れ
メ
ロ
ス
」

　
五
月
二
十
五
日
（
土
）

　
久
々
野
公
民
館
ホ
ー
ル

◎
高
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム2013

　
六
月
一
日
（
土
） 

～
二
日
（
日
）

　
文
化
会
館
・
全
館

◎
由
紀
さ
お
り
コ
ン
サ
ー
ト2013

　

～
夜
明
け
の
ス
キ
ャ
ッ
ト
～

　
六
月
九
日
（
日
）

　
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

○
市
民
歴
史
散
歩

　
六
月
十
六
日
（
日
）

　
場
所
未
定

○
第
３
回 

日
本
板
画
院
東
海
支
部
展

　
七
月
十
二
日（
金
）～
十
四
日（
日
）

　
文
化
会
館
・
四
階

◎
文
化
協
会
・
会
員
研
修
旅
行

　
七
月
十
六
日（
火
） ～
十
七
日（
水
）

　
東
京
駅
・
新
歌
舞
伎
座
な
ど

◎
飛
騨
文
芸
祭

　
八
月
十
五
日（
木
）締
切

　
十
一
月
三
日（
日
）作
品
集
発
行

　
一
月
一
日（
水
）表
彰
式

　（
市
民
互
礼
会
会
場
に
て
）

○「
昭
和
町
一
丁
目
フ
ォ
ー
ク

　

長
屋
」
コ
ン
サ
ー
ト

　
九
月
八
日
（
日
）

　
文
化
会
館
・
小
ホ
ー
ル

○
第
十
九
回 

近
代
文
学
館
企
画
展

　
十
月
五
日
（
土
）
～
六
日
（
日
）

　
高
山
市
図
書
館
『
煥
章
館
』

○
道
伝
え
の
日 

お
月
見
歌
会

　
十
月
五
日
（
土
）

　
文
化
伝
承
館

○
マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
パ
ー
ト
Ⅹ

　
十
月
十
九
日（
土
）～
二
十
日（
日
）

　
文
化
会
館
・
二
階

○
道
伝
え
の
日 

芭
蕉
忌
句
会

　
十
一
月
十
六
日
（
土
）

　
文
化
伝
承
館

○
新
年
市
民
互
礼
会
・
文
化

　

功
労
者
顕
彰

　
一
月
一
日
（
水
）

　
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

○
平
成
二
十
六
年 

飾
り
物
展

　
一
月
十
七
日（
金
）～
十
九
日（
日
）

　
文
化
会
館

○
第
二
十
回 
近
代
文
学
館
企
画
展

　
二
月
十
五
日（
土
）～
十
六
日（
日
）

　
高
山
市
図
書
館
『
煥
章
館
』

　
こ
の
他
に
も
、
各
種
事
業
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
内
容
は

変
更
す
る
場
合
が
有
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
広
報
な
ど
で
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人 

高
山
市
文
化
協
会
発
足
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郷土史研究に生涯をささげた

　　　岡村利平
元国府町教育長　酒井松彦

第37回

飛
騨
文
芸
祭
作
品
募
集

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

劇
団
太
陽　

　
演
劇
入
門
講
座

初
心
者
入
門
講
座

会
員
研
修
旅
行 

『
東
京
・
新
歌
舞
伎
座
と
新
東
京
駅
』

参
加
者
募
集

顕彰碑（広瀬神社） 岡村文庫が収められていた土蔵

岡村利平

「
岡
目
一
目
」

　

長
い
冬
が
終
わ
っ
た
。
春
だ
花

だ
山
だ
空
だ
。
下
駄
で
も
履
い
て

外
へ
出
よ
う
。

　

下
駄
と
言
え
ば
、
昔
の
山
男
達

は
北
ア
ル
プ
ス
に
下
駄
で
登
っ
た

と
い
う
人
が
多
い
の
で
驚
い
て
し

ま
う
。
こ
の
人
達
は
北
ア
ル
プ
ス

を
飛
騨
山
脈
と
言
え
と
言
う
。

　

高
山
市
町
内
会
連
絡
協
議
会
の

前
越
晢
夫
会
長
は
「
女
物
の
下
駄

の
方
が
登
り
易
か
っ
た
。
替
え
の

下
駄
な
ん
か
無
く
て
、割
れ
た
ら
、

そ
ん
時
ぁ
そ
ん
時
で
、
裸
足
で
で

も
歩
く
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
剛

毅
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
、
昔
の
山

男
達
は
。

　

そ
こ
で
思
い
出
し
た
。唱
歌「
箱

根
八
里
」
を
。「
天
下
に
旅
す
る

剛
氣
の
武も

の
の
ふ士
、
大
刀
腰
に
足
駄
が

け
、
八
里
の
碞い

は
ね根
踏
み
な
ら
す
」

と
あ
っ
た
。

　

飛
騨
山
岳
会
が
百
年
記
念
に
未

踏
峰
モ
ン
タ
カ
ン
リ
に
登
っ
た

時
、
木
下
喜
代
男
会
長
は
「
頂
上

の
真
上
に
立
た
ず
、
ち
ょ
っ
と
横

に
ズ
レ
て
記
念
写
真
を
撮
っ
た
」

と
言
わ
れ
た
。
西
洋
式
の
「
山
を

征
服
す
る
」
と
い
う
発
想
と
は
違

う
。山
に
対
す
る
謙
虚
さ
が
あ
る
。

　

剛
毅
に
し
て
謙
虚
。
雪
が
解
け

て
山
が
近
く
に
な
っ
て
来
た
。
さ

あ
て
と
。

　
　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

岡
村
利
平
は
、国
府
町
出
身
で
、

医
師
で
あ
る
と
と
も
に
国
府
村
長

ほ
か
数
々
の
公
職
を
歴
任
し
な
が

ら
、
郷
土
史
の
研
究
に
生
涯
を
捧

げ
、
多
く
の
著
書
を
世
に
出
し
た

人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
和
歌
や
漢

詩
へ
の
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
る
。

《
生
い
立
ち
》

　

岡
村
利
平
は
、
江
戸
時
代
末
期

の
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
七
月
、

国
府
戸
長
（
村
長
に
あ
た
る
）
を

務
め
た
岡
村
俊
平
の
嫡
男
と
し
て

国
府
町
広
瀬
町
に
生
ま
れ
た
。
生

家
は
、
昨
年
ま
で
旧
国
府
診
療
所

の
建
物
が
残
っ
て
い
た
場
所
で
、

更
地
に
な
っ
た
現
在
も
そ
の
こ
と

を
示
す
石
柱
が
立
っ
て
い
る
。

　

利
平
は
現
高
山
市
西
町
に
下
宿

し
て
煥
章
学
校
に
通
い
、
卒
業
後

は
地
元
の
弘
文
学
校
に
勤
務
し

た
。
そ
の
後
、
明
治
十
五
年
に
は

国
府
村
戸
長
役
場
筆
生
と
し
て
採

用
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
二
十
二
年
、
二
十
五
歳
に

な
っ
た
利
平
は
高
い
志
を
持
っ
て

上
京
し
、東
京
医
学
専
門
学
校（
済

世
学
舎
）
に
入
学
す
る
こ
と
と
な

る
。
医
学
課
程
を
修
め
た
後
さ
っ

そ
く
帰
郷
し
、
明
治
二
十
六
年
、

広
瀬
町
に
お
い
て
医
院（
内
外
科
、

眼
科
）
を
開
業
し
た
。
こ
の
こ
ろ

か
ら
、
利
平
は
多
方
面
に
わ
た
っ

て
そ
の
才
能
を
発
揮
す
る
こ
と
と

な
る
。

　

開
業
医
と
し
て
の
実
績
を
重
ね

な
が
ら
、
広
く
地
域
の
人
々
か
ら

人
望
を
集
め
、
明
治
三
十
二
年
、

国
府
村
選
出
の
郡
議
会
議
員
に
当

選
し
た
。
そ
の
翌
年
に
は
、
勧
業

資
本
の
貸
付
を
行
っ
て
い
た
飛
騨

国
開
産
社
か
ら
委
嘱
さ
れ
、『
飛

騨
史
料
』
の
編
纂
に
関
わ
っ
て
い

る
。

　

明
治
三
十
七
年
に
は
県
議
会
議

員
に
当
選
し
、
連
続
四
期
務
め
る

こ
と
と
な
る
。
そ
の
後
、
国
府
消

防
組
（
現
消
防
団
）
の
初
代
組
頭

を
務
め
、
明
治
四
十
五
年
に
は
第

四
代
国
府
村
長
（
県
議
兼
任
）
に

就
任
し
、
大
正
八
年
十
月
ま
で
二

期
八
年
間
務
め
た
。
こ
の
間
、
陸

軍
中
将
で
後
に
郷
土
史
研
究
に
打

ち
込
ん
だ
押
上
森
蔵
ら
と
「
飛
騨

史
談
会
」
を
設
立
し
て
い
る
。

　

大
正
八
年
、
五
十
六
歳
に
な
っ

た
利
平
は
、
公
職
か
ら
身
を
引
く

と
時
を
同
じ
く
し
て『
飛
騨
史
料
』

の
編
纂
校
正
に
専
念
し
た
。

　

昭
和
六
年
、
岐
阜
県
知
事
よ
り

自
治
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
、
そ

の
二
年
後
の
昭
和
八

年
七
月
、
多
才
か
つ

多
彩
で
あ
っ
た
七
十

年
の
生
涯
を
静
か
に

終
え
た
の
で
あ
る
。

　

郷
土
の
詩
人
・
福

田
夕
咲
は
、
飛
騨
毎

日
新
聞
に
次
の
哀
悼

歌
を
寄
せ
て
い
る
。

「
た
の
め
こ
し　

翁
も
い
ま
は　

世
に
ま
さ
で　

誰
に
た
づ
ね
む　

斐
太
の
ふ
る
ご
と
」

《
岡
村
文
庫
『
飛
騨
史
料
』》

　

利
平
が
所
蔵
し
て
い
た
約
千
冊

の
書
籍
の
ほ
か
、
石
器
、
土
器
、

古
瓦
な
ど
の
貴
重
な
資
料
は
、
昭

和
十
三
年
、
建
坪
約
四
坪
の
土
蔵

と
と
も
に
、
遺
族
か
ら
国
府
村
に

寄
贈
さ
れ
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
数
々
の
資
料
の
中

で
特
筆
す
べ
き
は
、
利
平
自
身
が

編
纂
し
た
『
飛
騨
史
料
』
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

室
へ
長
年
に
わ
た
っ
て
出
入
り
し

て
調
査
・
研
究
し
た
内
容
や
、
陣

屋
ほ
か
旧
家
等
か
ら
収
集
し
た
膨

大
な
資
料
に
基
づ
く
考
証
史
料
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
先
史
時
代
か

ら
明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
発
布

ま
で
、
国
府
に
留
ま
ら
ず
飛
騨
全

域
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
史
実
等

が
毛
筆
で
事
細
か
に
書
か
れ
て
お

り
、
約
四
万
枚
に
及
ぶ
大
著
で
あ

る
。
歴
史
的
・
文
化
的
な
価
値
も

非
常
に
高
く
、
飛
騨
地
域
に
と
っ

て
貴
重
な
宝
と
言
え
よ
う
。

　

大
正
十
年
に
は
、『
飛
騨
史
料
』

を
抜
粋
要
約
し
た
『
飛
騨
編
年
史

要
』
が
利
平
の
手
に
よ
っ
て
発
刊

さ
れ
た
。
そ
の
的
確
か
つ
正
確
な

考
証
内
容
は
、
後
世
の
歴
史
研
究

者
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
数
多
く

引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
昭
和
二
年
に
は
、
幕

末
の
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

か
ら
慶
応
四
年
・
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
ま
で
の
五
年
分
に

つ
い
て
、『
飛
騨
史
料
維
新
前
後

之
一
』と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
『
飛
騨
史
料
』
は
、
学
術
的
に

も
極
め
て
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
、
高
山
市

に
よ
っ
て
専
門
的
な
保
存
処
理
が

平成25年度事業計画
月　　日 事　業　名 内　　容
毎月開催 理事会・評議員会
随時開催 三役会・各委員会
随　　時 市長と語る会
随　　時 国内･国外他都市との文化団体の交流
通　　年 高山市近代文学館の研究・調査 高山市近代文学館の研究・調査資料収集

通　　年 指定管理受託 高山市民文化会館・公民館・高山市文化伝承館・
松本家住宅・宮地家住宅　指定管理業務

通　　年 ユネスコの世界文化遺産登録の運
動の推進について

飛騨高山の町並みと祭礼の場をユネスコの世界遺産
登録にむけての活動とユネスコ協会の活動と協調

通　　年 高山市文化協会組織強化　　　 高山市文化協会・メセナメイト会員随時募集
通　　年 ホームページ 高山市民文化会館・自主事業・文化協会事業案内
通　　年 自然保護事業の取り組み 自然保護事業の取り組みについて
通　　年 初心者入門講座の開設継続 初心者入門講座
通　　年 広報発行　№140～№152 月一回程度発行　事業案内・作品募集・事業報告等
随　　時 高山市文化伝承館「道伝えの日」 高山市文化伝承館　
5月下旬 平成25年定時総会 平成24年度決算総会
5月23日 演劇「完全姉妹」 文化芸術鑑賞事業　小ホール
5月25日 演劇「走れメロス」 文化芸術鑑賞事業　久々野公民館

6月1日～2日 高山文化フォーラム2013 高山市民文化会館　芸能・展示
 6月 9日 由紀さおりコンサート 文化芸術鑑賞事業　大ホール
6月16日 市民歴史散歩 第13回　市民歴史散歩　

7月12日～14日 日本板画院東海支部高山展 高山市民文化会館
7月16日～17日 会員研修旅行 東京・新歌舞伎座と新東京駅

8月23日 文学碑掃苔 文学散歩道整備・清掃
9月8日 昭和町1丁目フォーク長屋 文化芸術鑑賞事業　小ホール

10月5日～6日 第19回　近代文学館企画展 高山市近代文学館　煥章館
10月19日～20日 マイコレクション展 パートⅩ 高山市民文化会館

11月3日 飛騨文芸№37 第37回飛騨文芸祭入賞作品集発行

平成26年
1月1日

新年市民互礼会
文化功労者顕彰
飛騨文芸祭入賞者表彰

会場　高山グリーンホテル

1月17日～19日 飾り物展 高山市民文化会館　4階講堂
2月15日～16日 第20回　近代文学館企画展 高山市近代文学館　煥章館

3月下旬 平成25年定時総会 平成26年度予算総会
※この他にもいくつかの文化芸術鑑賞事業を予定しています　※日程は変更する場合が有りますので、ご了承ください

施
さ
れ
た
。
ま
た
、
記
述
さ
れ
て

い
る
内
容
を
学
習
・
研
究
し
た
い

と
い
う
希
望
が
多
い
こ
と
か
ら
、

現
在
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
お
よ
び

複
製
本
の
作
成
に
向
け
た
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

《
岡
村
利
平
顕
彰
碑
》

　

利
平
の
多
大
な
功
績
を
顕
彰
す

る
た
め
、昭
和
四
十
三
年
十
一
月
、

明
治
百
年
記
念
事
業
と
し
て
「
岡

村
利
平
翁
顕
彰
碑
」
が
、
国
府
町

の
広
瀬
神
社
境
内
に
建
立
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
平
成
五
年
八
月
に
は
、

国
府
史
学
会
主
催
に
よ
る
没
後

六
十
年
祭
が
厳
か
に
斎
行
さ
れ

た
。
当
日
は
多
く
の
関
係
者
が
偉

業
を
偲
ん
だ
後
、
石
原
哲
弥
高
山

市
教
育
長
（
当
時
）
よ
り
利
平
の

事
績
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

今
年
は
利
平
が
没
し
て
か
ら

八
十
年
、
来
年
は
生
誕
百
五
十
年

の
記
念
の
年
で
あ
る
。
利
平
が
残

し
た
偉
大
な
業
績
は
、
今
な
お
敬

仰
し
て
や
ま
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　恒例の高山文化フォーラムを開催いたします。
　新年歌会始の勅題「立」をテーマに、新たに加
わった団体の皆様と共に、芸能・展示の２つの部
門で発表を行います。高山の文化の底力を体感
できる催しです。お誘いあわせの上、ぜひお出か
けください。

◇芸能の部
6月１日（土）　小ホール
午後６時開演　舞踊・長唄
6月２日（日）　大ホール
午後１時開演　邦楽・洋楽・バレエなど
◇展示の部
6月１日（土）～２日（日）
午前９時半～午後５時（２日は午後４時まで）
版画・写真・生花・盆栽・書道・工芸・文芸など

文化フォーラム 2013
芸能と文化展

　

飛
騨
文
芸
祭
の
作
品
を
左
記
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

一
、
応
募
資
格

　

飛
騨
在
住
者
ま
た
は
出
身
者
、

も
し
く
は
勤
務
者

二
、
対
象
作
品

◇
小
説
・
戯
曲
・
児
童
文
学
等

　

一
篇
（
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
百

枚
以
内
）

◇
随
筆
（
エ
ッ
セ
イ
）・
評
論
等

　

一
篇
（
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

二
十
枚
以
内
）

◇
現
代
詩　

三
篇

◇
短
歌
・
俳
句　

十
首
（
句
）　

　

但
し
高
校
生
以
下
は
五
首（
句
）

　

応
募
作
品
は
平
成
二
十
四
年
八

月
十
六
日
か
ら
、
平
成
二
十
五
年

八
月
十
五
日
ま
で
に
、
創
作
又
は

発
表
し
た
も
の
で
、
既
発
表
作
品

も
可
と
し
ま
す
。

　

右
記
篇
（
首
、
句
）
を
超
え
て

も
不
足
し
て
も
審
査
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

三
、
応
募
方
法

　

① 

自
主
応
募 

② 

団
体（
結
社
）

等
に
よ
る
推
薦（
用
紙
適
宜
）

　

応
募
作
品
に
は
、郵
便
番
号
、住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、又
小
説
・
戯

曲
・
随
筆
・
現
代
詩
な
ど
の
区
別
を

そ
れ
ぞ
れ
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
展
「
横
山
大
観
と
日
本
美
術

院
の
画
家
た
ち
」
近
代
日
本
画
界

の
牽
引
者

◇
場
所　

光
記
念
館

◇
日
時　

六
月
四
日
（
火
）
ま
で

（
水
曜
休
館
）

◇
料
金　

光
記
念
館
の
入
館
料

日
程　

四
月
～
五
月
の
不
定
期
に

開
催（
平
日
夜
間
又
は
休
日
日
中
）

費
用　

無
料

講
師　

劇
団
太
陽
主
宰　

中
田
裕
一

申
し
込
み　

文
化
会
館
窓
口

問
合
せ　

文
化
協
会
（
三
四
‐

六
五
五
〇
）

四
、
締
切
期
日

平
成
二
十
五
年
八
月
十
五
日
（
当

日
消
印
可
）

五
、
送
付
先

　

〒
五
〇
六
‐
〇
〇
五
三

高
山
市
昭
和
町
一
‐
一
八
八
‐
一

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
事
務
局
宛

　

そ
の
他
詳
細
は
、
当
協
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
会
員

を
対
象
と
し
た
研
修
旅
行
を
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た

ば
か
り
の
新
し
い
歌
舞
伎
座
と
、

昨
年
、
十
年
に
わ
た
る
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
終
え
た
東
京
駅
を
訪

れ
ま
す
。

　

歌
舞
伎
座
で
は
、
歌
舞
伎
公
演

（
演
目
未
定
）
を
一
等
席
に
て
観

劇
し
ま
す
。
ま
た
、
屋
形
船
で
の

ご
昼
食
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◆
日
程　

七
月
十
六
日
～
十
七
日

（
一
泊
二
日
）

◆
宿
泊　

都
内
ホ
テ
ル
（
シ
ン
グ

ル
又
は
ツ
イ
ン
）

◆
参
加
費　

一
名
四
〇
、〇
〇
〇

円（
歌
舞
伎
鑑
賞
料
二
万
円
含
む
、

バ
ス
料
金
は
協
会
に
て
負
担
）

◆
申
し
込
み　

四
月
二
十
日（
土
）

ま
で
に
申
し
込
み
用
紙
に
て
（
文

化
会
館
窓
口
で
配
布
）

◆
定
員
四
十
名　

※
協
会
会
員
の
方
の
み
申
し
込
み
可


